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★
私
は
昭
和
43
年
に
大
学
を
卒
業
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
関
連
に
就
職
を
希
望
し
て
い
た

が
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
振
ら
れ
て
、
京
都

に
帰
り
、
京
都
の
某
民
間
企
業
に
就
職
し

た
。
大
学
時
代
の
自
由
気
儘
な
生
活
に
慣

れ
て
い
た
私
は
、
一
ヶ
月
近
く
で
退
社
し
て
し
ま
っ
た
。

★
朝
、
目
を
覚
ま
し
て
も
行
く
と
こ
ろ
な
し
、
そ
ん
な

状
態
の
私
を
見
て
、
父
親
は
怒
る
し
、
困
っ
た
毎
日
を

送
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
時
、
前
年
の
統
一
地
方
選
挙
で
、

一
緒
に
選
挙
活
動
を
し
て
仲
良
く
な
っ
た
京
大
出
の
先
輩

が
、
自
民
党
京
都
府
連
の
事
務
局
に
就
職
し
た
。
★
こ

れ
幸
い
と
ば
か
り
、
毎
日
朝
か
ら
府
連
事
務
局
を
訪
ね
、

一
日
中
そ
こ
に
い
た
。
昼
に
な
る
と
、
先
輩
が
弁
当
を

取
っ
て
く
れ
た
。
帰
る
と
き
は
、
阪
急
四
条
大
宮
ま
で
行

き
、
喫
茶
店
に
入
り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ま
せ
て
く
れ
た
。

★
先
輩
は
阪
急
で
高
槻
ま
で
帰
り
、
私
は
電
車
賃
も
な

い
の
で
、
西
院
の
自
宅
ま
で
歩
い
て
帰
っ
た
。
そ
ん
な
生

活
が
半
年
近
く
過
ぎ
た
頃
、
先
輩
が
「
嵯
峨
の
前
尾
さ

ん
の
家
に
行
こ
う
」
と
誘
っ
て
く
れ
た
。
当
時
、
前
尾
先

生
の
京
都
事
務
所
は
、
嵯
峨
天
龍
寺
前
の
自
宅
に
あ
っ

た
。
★
自
宅
兼
事
務
所
に
は
柴
田
繁
三
郎
と
い
う
人
が
、

地
元
の
秘
書
を
務
め
、
城
代
家
老
と
も
い
う
べ
き
存
在

で
も
あ
っ
た
。
柴
田
さ
ん
は
眼
光
鋭
く
、
随
分
と
恰
幅
の

い
い
人
で
、
前
尾
先
生
と
間
違
え
る
人
が
多
か
っ
た
よ
う

だ
。
そ
の
時
、
柴
田
さ
ん
と
ど
ん
な
会
話
を
交
わ
し
た
の

か
全
く
記
憶
に
な
い
。
★
初
対
面
か
ら
、
数
ヶ
月
経
っ
て

か
ら
、
柴
田
さ
ん
と
再
会
し
た
。「
今
、
何
を
し
て
い
る

の
か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
。
そ
し
て
、「
事
務
所
に
遊
び
に

来
る
よ
う
」
に
と
言
わ
れ
た
。
数
日
後
、
前
尾
先
生
の

屋
敷
内
に
あ
る
柴
田
さ
ん
宅
を
訪
ね
た
。
再
会
が
、
そ

の
後
の
私
の
人
生
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
良

い
人
と
の
出
会
い
の
大
切
さ
を
つ
く
づ
く
と
感
じ
る
。
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国家公安委員長を離任し、多くの
警察関係者に見送れて、警察庁を出る

7月17日奈良市の銃撃現場を視察
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今
後
社
会
貢
献
活
動
で
お
返
し

長い間のご支援に感謝長い間のご支援に感謝
安倍襲撃事件痛恨のきわみ安倍襲撃事件痛恨のきわみ
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昭
和
62
年
4
月
の
統
一
地
方
選
挙
に
、
右
京
区
か
ら
京
都
市
会
選
挙
に

立
候
補
、
私
は
最
下
位
で
辛
う
じ
て
当
選
致
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
当
選

を
重
ね
る
こ
と
が
出
来
、
京
都
市
会
議
長
、
地
方
6
団
体
の
一
つ
で
あ
る

全
国
市
議
会
議
長
会
会
長
、
自
民
党
京
都
府
連
幹
事
長
を
歴
任
致
し
ま
し

た
。
平
成
16
年
夏
の
参
議
院
選
挙
に
出
馬
、
激
し
い
選
挙
戦
を
戦
い
、
共

産
党
現
職
を
負
か
し
て
、
初
陣
を
飾
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
各
級
議
員

の
応
援
を
は
じ
め
、
党
員
、
党
友
、
そ
し
て
京
都
府
の
自
民
党
支
援
の
有

権
者
の
ご
支
持
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
国
会
で
は
、
地
方
議
会
出

身
と
い
う
こ
と
で
、
主
に
総
務
委
員
会
に
所
属
し
、
地
方
の
活
性
化
・
振

興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
総
務
大
臣
政
務
官
、
副
大
臣
、
文
教

委
員
長
、
決
算
委
員
長
、
参
議
院
自
民
党
の
政
審
会
長
な
ど
を
経
験
致
し

ま
し
た
。
最
後
に
国
務
大
臣
・
国
家
公
安
委
員
長
に
就
任
し
、
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣
、
国
土
強
靱
化
・
領
土
問
題
担
当
大
臣
、
国
家
公
務
員
制
度

担
当
大
臣
を
兼
務
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
た
だ
、
最
後
に
安
倍
元
総

理
大
臣
が
銃
撃
で
倒
れ
、
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
は
、
警
察
を
指
導
、
監
督

す
る
立
場
の
国
家
公
安
委
員
長
と
し
て
、
強
く
責
任
を
感
じ
て
お
り
、
痛

恨
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
過
去
の
経
験
を
生
か
し
、
社
会
貢
献

活
動
を
通
じ
て
、
少
し
で
も
皆
様
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
長
年
に
わ
た
る
ご
支
持
、
ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
御
礼

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
4
年
9
月�

二
之
湯　

智
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安
倍
襲
撃
事
件
の
責
任
の
取
り
方

安
倍
襲
撃
事
件
の
責
任
の
取
り
方

二
ノ
湯
氏
、
表
彰
、
叙
勲
を
辞
退

二
ノ
湯
氏
、
表
彰
、
叙
勲
を
辞
退

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s内閣府の関係閣僚と離任式に臨み、

挨拶をする

7
月
8
日
、
奈
良
市
西
大
寺
近
鉄
大
和
西
大

寺
北
口
で
、
遊
説
中
の
安
倍
元
内
閣
総
理
大
臣

が
、
山
上
徹
也
が
作
っ
た
手
製
の
銃
で
、
銃
撃
さ

れ
、
尊
い
命
を
亡
く
さ
れ
た
。
当
日
の
検
証
の
結

果
、
警
備
に
責
任
を
持
つ
べ
き
奈
良
県
警
、
奈

良
西
警
察
署
の
ミ
ス
で
あ
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に

な
っ
た
。
当
然
、
鬼
塚
奈
良
県
警
本
部
長
、
中

村
警
察
庁
長
官
、
そ
し
て
、
警
察
を
指
導
す
る

立
場
に
あ
る
二
ノ
湯
国
家
公
安
委
員
長
の
責
任

問
題
が
浮
上
し
て
き
た
。
3
人
と
も
責
任
は
十

分
認
識
し
て
い
た
が
、
ま
ず
優
先
す
べ
き
は
、
事

件
の
検
証
を
し
て
、
今
後
の
警
護
の
見
直
し
を

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し

た
。
警
察
庁
で
は
、
露
木
次
長（
現
・
警
察
庁
長

官
）を
責
任
者
に
し
て
、「
検
証・見
直
し
チ
ー
ム
」

を
立
ち
上
げ
、
国
家
公
安
委
員
会
に
お
け
る
議

論
を
踏
ま
え
つ
つ
、作
業
を
進
め
、8
月
25
日
に
、

検
証
・
見
直
し
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
。
そ

の
後
、
中
村
長
官
、
鬼
塚
本
部
長
は
、
辞
意
を

表
明
、
こ
の
事
件
の
責
任
を
取
っ
た
。
一
方
、
2

人
の
事
務
方
の
辞
任
を
受
け
て
、
警
察
を
指
導
、

監
督
す
る
立
場
で
あ
る
、
二
ノ
湯
国
家
公
安
委

員
長
の
責
任
も
問
わ
れ
る
。
二
ノ
湯
委
員
長
は
、

現
在
、
議
員
で
も
閣
僚
で
も
な
い
が
、
こ
の
事
件

で
、な
ん
の
責
任
も
と
ら
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
。

そ
の
た
め
、
参
議
院
で
の
功
労
議
員
表
彰
、
或
い

は
予
想
さ
れ
る
今
回
の
叙
勲
に
つ
い
て
は
、
受
賞

す
る
こ
と
を
丁
重
に
断
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
事

件
の
政
治
家
と
し
て
の
責
任
を
取
る
こ
と
に
し
た
。

昨
年
10
月
4
日
に
、
国
家
公
安
委
員
長
に
就

任
し
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
の
た
め
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
何
よ
り
、

安
倍
元
総
理
が
銃
撃
を
受
け
、
亡
く
な
ら
れ
た

と
い
う
重
大
な
結
果
に
つ
い
て
、
警
察
を
所
管

す
る
大
臣
と
し
て
、
非
常
に
重
く
受
け
止
め
て

お
り
ま
す
。
皆
様
に
は
、
こ
の
よ
う
な
重
大
な

事
案
が
二
度
と
起
き
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

検
証
・
見
直
し
を
着
実
に
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
通
常
国
会
で
、
サ
イ

バ
ー
空
間
に
お
け
る
脅
威
に
対
処
す
る
た
め
の

警
察
法
改
正
案
や
、
道
路
交
通
情
勢
等
に
対
応

す
る
た
め
の
道
路
交
通
法
改
正
案
の
成
立
を
み

ま
し
た
。
今
後
、
サ
イ
バ
ー
空
間
に
お
け
る
国

民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
図
る
と
と

私
の
担
務
は
、
防
災
や
国
土
強
靭
化
、
国
家

公
務
員
制
度
な
ど
、大
変
幅
広
い
も
の
で
し
た
。

私
は
「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
と
い
う
こ
と

で
、
現
場
を
大
事
に
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
、

防
災
担
当
大
臣
と
し
て
被
災
地
に
入
っ
た
際

は
、
現
地
の
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
、
住
民
の

声
を
聞
い
て
、
被
災
地
に
寄
り
添
っ
た
支
援
策

を
考
え
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
北

は
青
森
県
か
ら
、
南
は
奄
美
大
島
ま
で
、
各
地

に
足
を
運
び
、
地
方
の
現
状
を
見
て
、
必
要
な

対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
は
国
家
公

務
員
制
度
も
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。
職
員
の

皆
さ
ん
が
十
分
に
能
力
を
発
揮
し
、
伸
び
伸
び

と
仕
事
が
出
来
る
環
境
を
作
る
こ
と
が
大
変
重

も
に
、
新
た
な
技
術
の
社
会
実
装
等
に
向
け
改

正
道
路
交
通
法
が
円
滑
に
施
行
さ
れ
る
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
警
察
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
は

山
積
し
て
い
ま
す
が
、
警
護
警
備
の
強
化
、
さ

ら
に
は
「
世
界
一
安
全
な
国
、
日
本
」
の
実
現

に
向
け
て
、
全
国
警
察
の
皆
さ
ん
が
一
層
奮
闘

努
力
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

二
ノ
湯
議
員
は
平
成
16
年
夏
、
参
議
院
議
員

に
初
当
選
し
て
、
先
輩
、
同
僚
の
配
慮
で
、
参

議
院
、
そ
し
て
自
民
党
参
議
院
で
多
く
の
役
職

を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

要
で
す
。
昨
今
、
公
務
員
志
望
者
の
減
少
、
離

職
者
の
増
加
な
ど
が
、
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

特
に
幹
部
の
皆
さ
ん
に
は
、
職
員
が
や
り
が
い

を
も
っ
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
環
境
の
実
現
に

向
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
霞
が
関
の
働
き
方

改
革
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

参
議
院
議
員
在
職
中
、
数
々
の
役
職
を
経
験

内
閣
府
担
当
大
臣
の
離
任
の
挨
拶

公
安
委
員
長
離
任
の
挨
拶

谷公一新国家公安委員長との
事務引継ぎを終えて

（
国
会
議
員
歴
等
）

平
成
16
年
7
月
26
日 

　

参
議
院
議
員
任
期
開
始（
1
期
）

平
成
19
年
8
月
30
日

　

総
務
大
臣
政
務
官
に
任
命

平
成
19
年
9
月
27
日 

　

総
務
大
臣
政
務
官
に
任
命

平
成
22
年
7
月
26
日 

　

参
議
院
議
員
任
期
開
始（
2
期
）

平
成
22
年
10
月
1
日 

　

文
教
科
学
委
員
長
に
当
選

平
成
25
年
10
月
18
日 

　

裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
裁
判
員
に
選
任

平
成
26
年
9
月
4
日 

　

総
務
副
大
臣
に
任
命

平
成
28
年
7
月
26
日 

　

参
議
院
議
員
任
期
開
始（
3
期
）

平
成
28
年
10
月
19
日 

　

裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
裁
判
員
に
選
任

平
成
29
年
9
月
28
日 

　

決
算
委
員
長
に
当
選

平
成
30
年
12
月
18
日 

　

地
方
制
度
調
査
会
委
員
に
任
命

令
和
元
年
8
月
1
日 

　

決
算
委
員
長
に
当
選

令
和
元
年
12
月
10
日 

　

地
方
制
度
調
査
会
委
員
に
任
命

令
和
2
年
9
月
18
日 

　

参
議
院
自
民
党
政
策
審
議
会
長
就
任

令
和
2
年
12
月
23
日 

　

国
土
審
議
会
委
員
に
任
命

令
和
3
年
10
月
4
日 

　

国
務
大
臣
に
任
命

　

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
を
任
命

　
内
閣
府　

特
命
担
当
大
臣（
防
災
、
海
洋
政
策
）任
命
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文
で
す
。
つ
ま
り
日
本
は
、
自
国
の
平
和
を
他

国
の
平
和
に
依
存
す
る
こ
と
を
憲
法
で
謳
っ
て
い

る
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
前
の
平
和
で
安
定
し
た
国
際
社
会

が
前
提
の
時
代
は
自
衛
力
や
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
自
給
率
な
ど
関
心
も
持
た
な
か
っ
た
国
民
が

多
か
っ
た
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
の
よ
う
に
諸
国
民
の
『
公
正
』
や
『
信
義
』

に
依
存
で
き
な
く
な
る
と
、
自
力
で
は
日
本
の

『
安
全
』
や
『
生
存
』
を
確
保
で
き
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

国
際
社
会
が
平
和
で
、
人
口
が
激
増
し
て
い

た
高
度
成
長
期
に
お
け
る
政
治
の
役
割
は
『
利

害
の
調
整
』
に
よ
る
社
会
の
安
定
で
し
た
。
総

理
が
Ａ
氏
で
あ
れ
Ｂ
氏
で
あ
れ
日
本
の
進
路
は

大
き
く
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら

は
違
う
。
世
界
が
不
安
定
化
し
、
ア
ジ
ア
の
軍

事
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
日
本
の
国
力
が
成
長
し
な

い
時
代
に
お
い
て
は
、
指
導
者
が
誰
で
あ
る
か
に

よ
っ
て
国
の
行
く
末
は
大
き
く
変
わ
る
の
で
す
。

ま
だ
ま
だ
こ
う
し
た
本
質
的
な
変
化
に
政
治

家
も
多
く
の
国
民
も
気
付
い
て
い
な
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
地
殻
変
動
は
確
実
に
進

行
し
て
い
る
。
岸
田
総
理
に
は
、
そ
う
し
た
歴

史
的
変
革
に
対
応
す
る
名
宰
相
に
な
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。
本
コ
ラ
ム
を
お
読
み
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。桜

美
林
大
学
客
員
教
授　

二
之
湯 

武
史

読
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
長
い

間
、
父
で
あ
る
二
之
湯
智
へ
ご
支
援
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
昭
和
62
年
に
京
都
市
議

会
議
員
に
当
選
し
て
以
来
35
年
間
、
議
員
活
動

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
皆
さ
ま
の
お
か
げ
と

家
族
を
代
表
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と
歴

史
的
な
変
革
期
と
な
っ
た
近
年
、
私
た
ち
は
日

本
の
存
立
基
盤
の
脆
弱
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。
主
要
先
進
国
は
内
需
の
強
さ
か
ら
イ
ン

フ
レ
が
起
こ
り
金
融
引
き
締
め
に
移
っ
て
い
る
一

方
で
、
日
本
は
相
変
わ
ら
ず
消
費
が
弱
く
金
融

緩
和
継
続
で
円
安
が
進
ん
で
い
ま
す
。『
有
事
の

円
』
と
呼
ば
れ
た
の
は
も
う
過
去
の
話
、
自
給

率
の
低
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
の
輸
入
価
格
は

円
安
で
高
騰
し
、
ま
た
ワ
ク
チ
ン
や
半
導
体
は

国
産
で
は
賄
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
然
一
つ
一
つ
の
分
野
に
複
雑
で
容
易
に
解
決

で
き
な
い
課
題
が
存
在
す
る
の
は
事
実
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
私
が
重
要
だ
と
考
え
る

の
は
政
治
家
も
含
め
て
戦
後
の
日
本
人
が
持
っ

て
き
た
最
も
根
本
的
な
精
神
で
す
。
そ
れ
を
象

徴
す
る
の
が
「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正

と
信
義
に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存

を
保
持
し
よ
う
と
決
意
し
た
」
と
い
う
憲
法
前

え
と
す
え
と
す最終

号
に
寄
せ
て

最
終
号
に
寄
せ
て

二
之
湯
智
先
生
が
心
を
込
め
て
執
筆
・
編

集
を
し
て
こ
ら
れ
た
機
関
紙
『
え
と
す
』
最

終
号
の
発
行
に
際
し
、
寂
寥
感
を
覚
え
る
と

同
時
に
、
二
之
湯
智
先
生
の
35
年
間
に
わ
た

る
政
治
家
生
活
に
対
し
て
深
甚
な
る
敬
意
を

表
し
ま
す
。

私
は
、
二
之
湯
先
生
が
京
都
市
会
議
員
か

ら
参
議
院
議
員
に
転
身
さ
れ
た
後
に
京
都
市

会
議
員
に
初
当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の

で
す
が
、
二
之
湯
智
先
生
は
、
第
69
代
京
都

市
会
議
長
、
全
国
市
議
会
議
長
会
会
長
を
お

務
め
に
な
り
、
ま
た
自
民
党
京
都
府
連
幹
事

長
と
し
て
大
型
選
挙
の
陣
頭
指
揮
を
執
ら

れ
、
地
方
自
治
の
振
興
と
自
民
党
の
党
勢
拡

大
に
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。

参
議
院
議
員
に
初
当
選
さ
れ
て
か
ら
も
、

国
務
大
臣
・
国
家
公
安
委
員
長
、
参
議
院
政

策
審
議
会
長
を
は
じ
め
数
々
の
要
職
を
こ
な

さ
れ
、
国
政
の
場
に
お
い
て
も
偉
大
な
ご
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
7
月
の
参
議
院
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、
二
之
湯
智
先
生
が
3
期
18
年
間
の
長
き

に
わ
た
り
、
支
援
者
の
皆
様
方
と
と

も
に
守
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
貴
重
な

議
席
を
、
不
肖
、
私
が
受
け
継
が
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
二
之
湯
智
先
生
の

ご
厚
情
の
お
蔭
で
あ
り
、
後
援
会
の

皆
様
方
を
は
じ
め
、
自
民
党
同
志
の
先
生

方
、
そ
し
て
多
く
の
皆
様
方
の
ご
支
援
の
賜

物
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し

ま
し
て
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。わ

が
国
内
外
の
諸
情
勢
が
極
め
て
緊
迫

し
、
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
中
で
、

私
自
身
、
参
議
院
議
員
と
し
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
ず
は
経
済
再
生
、
そ

し
て
地
域
の
声
を
国
に
届
け
、
京
都
府
の
均

衡
あ
る
発
展
に
よ
っ
て
、
地
方
創
生
か
ら
日

本
再
建
へ
と
繋
げ
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。今

後
と
も
、
二
之
湯
智
先
生
の
ご
指
導
を

仰
ぎ
な
が
ら
、
偉
大
な
先
輩
方
と
同
じ
京
都

府
選
出
の
国
会
議
員
と
し
て
の
誇
り
と
責
任

を
持
っ
て
、
一
念
不
動
の
精
神
で
頑
張
っ
て

参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
厚
情

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

参
議
院
議
員　

吉
井
　
章

一
念
不
動
の
精
神
で
課
題
に
取
り
組
む
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通
常
国
会
で
の
質
問

通
常
国
会
で
の
質
問

所
管
外
の
問
題
に
戸
惑
う

所
管
外
の
問
題
に
戸
惑
う

一
、
7
月
25
日
に
参
議
院
議
員
の
任
期
が
満
了

し
た
。
宿
舎
、
会
館
の
部
屋
は
す
ぐ
に
明
け
渡

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
議
員
乗

車
券
も
返
上
で
あ
る
。
改
め
て
、
議
員
在
職
中

多くの本で
足の踏み場もない神原宅

自
民
党
府
連
職
員
急
死

自
民
党
府
連
職
員
急
死

残
さ
れ
た
膨
大
な
書
籍
の
分
類
整
理

残
さ
れ
た
膨
大
な
書
籍
の
分
類
整
理

自
民
党
京
都
府
連
に
勤
め
て
い
た
男
性
職
員

神
原
正
治
君
が
59
才
の
若
さ
で
急
逝
し
た
。
彼

と
は
、
市
会
議
員
時
代
、
参
議
院
、
知
事
、
京

都
市
長
選
挙
の
団
体
対
策
で
一
緒
に
仕
事
を
し

た
。
彼
は
本
の
収
集
家
で
あ
り
、
政
治
家
個
人

の
伝
記
類
を
中
心
に
随
分
集
め
て
い
た
。
正

直
、
彼
の
住
ま
い
で
あ
る
町
家
が
傾
き
そ
う
に

な
っ
て
い
た
が
、
約
3
万
冊
ぐ
ら
い
あ
り
そ
う

だ
。
一
体
ど
ん
な
本
が
あ
る
の
か
、
興
味
深
々

で
あ
る
。
彼
の
自
宅
か
ら
、
私
の
秘
書
連
中
が

貸
し
ビ
ル
の
部
屋
に
運
び
出
し
、
そ
れ
を
、
暑

い
最
中
、
一
所
懸
命
分
類
整
理
し
て
い
る
。
完

成
ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う

1
月
17
日
に
開
会
さ
れ
た
第
208
国
会
は
、
6

月
15
日
に
閉
会
し
た
。
1
月
21
日
か
ら
始
ま
っ

た
通
常
国
会
で
の
予
算
質
疑
は
、
衆
議
院
で
20

日
間
、
参
議
院
で
は
17
日
間
開
か
れ
た
。
ま

た
、
5
月
の
補
正
予
算
の
質
疑
で
は
、
衆
議
院

4
日
間
、
参
議
院
4
日
間
で
あ
っ
た
。
合
計
出

席
時
間
は
、
210
時
間
11
分
、
二
ノ
湯
大
臣
に
対

す
る
合
計
質
問
数
は
、
551
問
、
う
ち
、
1
～
3

月
の
質
問
数
は
304
質
問
数
で
あ
っ
た
。
大
臣
に

と
っ
て
、
予
算
委
員
会
で
の
質
疑
は
、
ど
ん
な

質
問
が
出
る
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
非
常
に

緊
張
す
る
。
所
管
の
質
問
で
あ
れ
ば
、
答
弁
も

用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
楽
で
あ
る
が
、
困
る
の

は
全
く
想
定
さ
れ
て
い
な
い
質
問
が
あ
る
時
で

あ
る
。

の
待
遇
が
い
か
に
恵
ま
れ
て
い
た
か
を
痛
感
し

て
い
る
。

一
、
35
年
間
の
公
人
生
活
の
間
、
常
に
胸
に
議

員
バ
ッ
チ
を
付
け
て
い
た
。
そ
れ
が
な
く
な

り
、
電
車
、
バ
ス
に
乗
っ
て
も
、
だ
れ
に
も
気

兼
ね
し
な
く
て
済
む
よ
う
に
な
っ
た
。
日
常
生

活
が
非
常
に
気
楽
に
な
っ
た
。
恐
ら
く
血
圧
も

正
常
に
な
る
だ
ろ
う
。

一
、
政
府
の
有
識
者
会
議
に
、
地
方
の
人
を

も
っ
と
登
用
す
べ
き
だ
と
常
に
訴
え
て
い
た
。

大
臣
在
任
中
、
有
識
者
会
議
に
関
西
か
ら
女
性

を
選
出
す
る
よ
う
に
指
示
を
出
し
た
。
苦
労
し
、

や
っ
と
2
名
が
見
つ
か
っ
た
。
政
治
、
経
済
だ

け
で
な
く
、
人
材
も
東
京
一
極
集
中
で
あ
る
。

一
、
人
生
は
長
い
よ
う
で
、
短
い
。
小
学
校
に

入
学
し
た
の
が
、
昭
和
26
年
4
月
、
校
庭
に
桜

が
満
開
に
咲
い
て
い
た
の
を
鮮
明
に
覚
え
て
い

る
。
そ
れ
か
ら
70
年
の
歳
月
が
経
過
し
た
。
幸

い
健
康
に
恵
ま
れ
、
元
気
に
い
ら
れ
る
こ
と
が

何
よ
り
あ
り
が
た
い
。

一
、
残
り
の
人
生
を
ど
う
過
ご
す
の
か
、
色
々

悩
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
ま
で
の
体
験
、
経
験

を
生
か
し
、
社
会
貢
献
活
動
と
人
材
育
成
事
業

に
努
め
る
こ
と
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
密
か

に
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
多
く
の
方
々
の
協

力
も
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
政
治
家
が
引
退
す
る
と
、
事
務
所
で
働
い

て
い
た
秘
書
の
行
く
末
も
心
配
に
な
る
。
幸
い

に
二
之
湯
事
務
所
の
秘
書
は
、
真
面
目
な
人
間

ば
か
り
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
居
場
所
が
見
つ

か
っ
た
。
新
し
い
職
場
で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

だ
。
本
の
目
録
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
、
彼
へ

の
供
養
と
考
え
て
い
る
。

多
く
の
人
達
か
ら
「
二
之
湯
事
務
所
」
は
ど

う
す
る
の
か
と
い
う
お
尋
ね
が
あ
り
ま
す
。
私

と
し
て
は
、
政
治
活
動
は
一
線
か
ら
は
身
を
引

く
が
、
皆
が
気
楽
に
集
ま
り
、
談
笑
し
、
情
報

交
換
で
き
る
倶
楽
部
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
当
分
の
間
は
、
従
来
の

事
務
所
を
維
持
す
る
予
定
で
す
。
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
元
年
6
月
に
、
市
会
報
告
と
し
て
「
え

と
す
」
を
創
刊
し
て
以
来
163
号
、
そ
し
て
参
議

院
議
員
に
当
選
164
号
か
ら
337
号
ま
で
皆
様
の
支

え
で
発
行
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
残
念
で

す
が
、
今
月
号
で
終
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
長
年
の
ご
愛
読
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

「
え
と
す
」
今
月
号
で
終
刊
と
い
た
し
ま
す

二
之
湯
事
務
所
は
継
続
、
維
持
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